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RX610グループ 
RIICシングルマスタ通信 

要旨 
本アプリケーションノートでは、ルネサスMCUの I2C-bus I/Fを利用したシングルマスタでの通信例を紹介
します。 

【注】 I2C-busは、オランダ NXP社の登録商標です｡ 
 

動作確認デバイス 
RX610グループ 

 

はじめに 
本資料で説明する応用例は次のマイコン、条件に適用されます。 

• マイコン：RX610グループ 
 

RX610グループと同様の I/Oレジスタ（周辺装置制御レジスタ）を持つ他の RXファミリでも本プログラ
ムを使用することができます。ただし、一部の機能を機能追加等で変更している場合がありますのでマニュ
アルで確認してください。このアプリケーションノートをご使用に際しては十分な評価を行ってください。 

エンディアンの指定はビッグおよびリトル、ビットオーダの指定はレフトおよびライトの両方で動作しま
す。 
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1. 概要 

1.1 機能概要 
本資料で説明する応用例の機能概要を以下に示します。 

シングルマスタ（7bitアドレスフォーマット）。 

• マスタ送信 
• マスタ受信 
 
【注】 I2C-busの通信フォーマットについては、ハードウェアマニュアル、または I2C-busの規格書をご覧く

ださい。 
 

1.2 動作概要 
マスタ送信（10byte）を行った後、マスタ受信（10byte）を行います。通信速度は 100kbpsです。通信相手
のスレーブアドレスは 0x20（R/Wビットを含む）を想定しています。なお、自アドレスは 0x10です。 

 



RX610グループ RIICシングルマスタ通信 

R01AN0200JJ0100  Rev.1.00  Page 3 of 15 
2010.11.18  

2. 接続図 
図 1に接続図を示します。 

RX610
（アドレス0x10）

P15/SCL1

P14/SDA1

SCL

SDA

4.
7k

4.
7k

スレーブデバイス

（アドレス0x20）

3.3V

12.5MHz  

図 1 接続図 
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3. 詳細 

3.1 フローチャート 
本資料で紹介する応用例のフローチャートを以下に示します。 

3.1.1 メイン処理 

main

ICLK、PCLK、BCLK設定

END

RIIC初期設定

通信開始（マスタ送信）

通信完了？
No

Yes

通信開始（マスタ受信）

通信完了？
No

Yes

通信停止

クロック設定

RIIC初期設定
（通信許可）

マスタ送信開始

マスタ送信完了待ち

マスタ受信開始

マスタ受信完了待ち

通信停止

（初期設定と同一関数）

 

図 2 メイン処理 
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3.1.2 RIIC初期設定 

RIIC初期設定

通信ビットレートを設定

RIICの割り込みを設定

I2C転送動作可能状態に遷移

RIIC初期設定終了

I2C内部リセット

スレーブアドレスを設定

ICUの割り込みを設定

SCL、SDAのポート設定

アドレスフォーマット設定

（7ビットアドレスフォーマット）

 

図 3 RIIC初期設定 

 

3.1.3 通信開始 

Yes

通信開始

通信開始 終了

引数=正しい？
No

バスフリー？
No

Yes

RAM設定

開始条件発行

【注】引数の値によって、マスタ

送信／受信が変化します。  

図 4 通信開始 
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3.1.4 送信データエンプティ割り込み 

送信データエンプティ

割り込み処理

送信データエンプティ終了

残りデータなし？

（送信完了？）

No

Yes

TXI割り込み禁止
TEI割り込み許可

送信データ

=1byte目？

TXI割り込み禁止
TEI割り込み許可

Yes

No

1byte目送信
（アドレス送信）

データ送信

送信データカウンタ+1

 

図 5 送信データエンプティ割り込み 

 

3.1.5 送信終了割り込み 

送信終了

割り込み処理

送信終了割り込み終了

残りデータなし？

（送信完了？）

No

Yes

停止条件発行

データ送信

TXI割り込み許可
TEI割り込み禁止

 

図 6 送信終了割り込み 
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3.1.6 受信データフル割り込み 

受信データフル

割り込み処理

受信データフル

割り込み終了

残りデータなし？

（受信完了？）

No

Yes
停止条件発行要求

ACK設定
（次回受信用）

最終受信データリード

（SCL=Low解除、
停止条件発行）

残りデータ＝１？

WAITあり設定

NACK設定

Yes

No

受信データリード

受信データリード

受信データカウンタ+1

 

図 7 受信データフル割り込み 
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3.1.7 通信エラー／イベント発生割り込み 

通信エラー／イベント発生

割り込み処理

通信エラー／イベント発生

割り込み終了

開始条件検出

＆割り込み許可？

Yes

No

NACK検出
＆割り込み許可？

アービトレーションロスト
検出＆割り込み許可？

No

タイムアウト検出

＆割り込み許可？

No

停止条件検出

＆割り込み許可？

No

No

開始条件検出割り込み処理*

Yes

NACK検出割り込み処理

Yes

アービトレーションロスト

検出割り込み処理*

Yes

タイムアウト検出割り込み処理*

Yes

停止条件検出割り込み処理

【注】* 本資料応用例では、停止条件検出割り込みと

NACK検出割り込みのみを使用しています。  

図 8 通信エラー／イベント発生割り込み 
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3.1.8 停止条件検出割り込み 

停止条件検出

割り込み処理

停止条件検出

割り込み終了

停止条件検出フラグクリア

送信データエンプティ

割り込み許可

NACK検出フラグクリア

送信終了割り込み禁止

 

図 9 停止条件検出割り込み 

 

3.1.9 NACK検出割り込み 

NACK検出
割り込み処理

NACK検出
割り込み終了

TXI割り込み禁止
TEI割り込み禁止

停止条件発行

 

図 10 NACK検出割り込み 
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3.2 ファイル構成 
ファイル構成を表 1に示します。表 1で示されたファイル以外は、HEWが自動生成するファイルを使用し
ています。 

 
表1 ファイル構成 

ファイル名 概要 
main.c メイン処理 
riic.c RIIC制御関連の処理 
riic_int.c RIIC割り込み処理 
riic.h RIIC関連ヘッダファイル（プロトタイプ宣言等） 
intprg.c HEWが自動生成するファイル 

（本プログラムで使用する RIICの割り込み関数のみを削除しています） 
 

3.3 関数構成 
各関数の仕様を以下に示します。 

 
表2 関数一覧 

関数名 ファイル名 概要 
main() main.c メイン処理。 
RiicIni() riic.c ユーザ I/F関数。RIIC初期設定。通信許可／禁止設定。 
RiicStart() riic.c ユーザ I/F関数。通信開始（マスタ送信／マスタ受信）。 
RiicTDRE() riic.c 送信データエンプティ割り込み処理。 
RiicTEND() riic.c 送信終了割り込み処理。 
RiicRDRF() riic.c 受信データフル割り込み処理。 
RiicSTOP() riic.c 停止条件検出割り込み処理。 
RiicNACK() riic.c NACK検出割り込み処理。 
Excep_RIIC0_EEI0 () 
Excep_RIIC0_RXI0 () 
Excep_RIIC0_TXI0 () 
Excep_RIIC0_TEI0 () 
 
Excep_RIIC1_EEI1 () 
Excep_RIIC1_RXI1 () 
Excep_RIIC1_TXI1 () 
Excep_RIIC1_TEI1 () 

riic_int.c 割り込みベクタに設定されている関数。 
それぞれに割り込みに該当する関数を呼び出しています。呼び出

される関数はそれぞれ、RiicSTOP()、RiicRDRF()、RiicTDRE()、
RiicTEND()です。 
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3.3.1 ユーザ I/F関数 
• RIIC初期設定関数 

⎯ プロトタイプ宣言 
void RiicIni(unsigned char, unsigned char) 

⎯ 機能 
• RIICの初期設定 
• 自アドレスの設定 
• RIIC通信の許可／禁止の切り替え 

⎯ 引数 
引数 型 内容 

第 1引数 unsigned char 自アドレス。（最下位ビットには 0を設定してください。）
第 2引数 unsigned char 0 ：RIIC通信禁止 

0以外 ：RIIC通信許可 
 

⎯ 戻り値 
なし 

 
• 通信開始関数 

⎯ プロトタイプ宣言 
unsigned char RiicStart(unsigned char, unsigned char *, unsigned long) 

⎯ 機能 
• RIICの通信開始 
• 通信する相手のスレーブアドレス設定 
• 送信 or受信データ格納バッファのポインタ設定 
• 通信するデータ数設定 

⎯ 引数 
引数 型 内容 

第 1引数 unsigned char スレーブアドレス。 
最下位ビットが 0の場合はマスタ送信を行い、1の場合はマ
スタ受信を行います。 

第 2引数 unsigned char* 通信するデータ格納バッファ。 
マスタ送信する場合は、この引数で示されたバッファから

データを送信していきます。 
マスタ受信する場合は、この引数で示されたバッファへデー

タを格納していきます。 
1byte送信／受信するたびに、送信／受信するアドレスを+1
します。 

第 3引数 unsigned long 送信／受信データ数。 
送信／受信するデータ数を指定します。送信するアドレスも

含まれます。 
 

⎯ 戻り値 
定義 値 内容 

RIIC_OK 0 正常終了。（通信開始） 
RIIC_NG 1 引数エラー。（送信／受信データ数が 2未満の場合） 
RIIC_BUS_BUSY 2 バスビジー。 
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3.4 チャネル 0とチャネル 1の切り替えについて 
本資料で紹介している応用例では、RIICのチャネル 1を使用していますが、ファイル“riic.h”に記述されて
いる defineを切り替える事で、チャネル 0と切り替えることができます。各チャネルを切り替える場合は、
以下の defineを変更してください。 

• チャネル 0を使用する場合： 
"RIIC_CH0"の defineを有効にし、"RIIC_CH1"の defineを無効（コメントアウト等）にしてください。 

• チャネル 1を使用する場合： 
"RIIC_CH0"の defineを無効にし、"RIIC_CH1"の defineを有効にしてください。 
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4. 動作確認環境 
動作確認を行った環境を表 3に示します。 

表3 動作確認環境 

項目 名称 
デバイス RX610（R5F56108VNFP） 
ボード 評価ボード 
電源電圧 5.0V（CPU動作電圧は 3.3V） 
入力クロック 12.5MHz（ICLK=100MHz、PCLK=50MHz、BCLK=25MHz） 
動作温度 室温 
HEW Version 4.07.00.007 
Toolchain RX Standard Toolchain (V.1.0.0.0) 

 
RX Family C/C++ Compile Driver V.1.00.00.001 
RX Family C/C++ Compiler V.1.00.00.001 
RX Family Assembler V.1.00.00.001 
Optimizing Linkage Editor V.10.00.00.001 
RX Family C/C++ Standard Library Generator V.1.00.00.001 

Debugger RX E20 SYSTEM V.1.00.00.000 
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5. 参考ドキュメント 
• ハードウェアマニュアル 

RX610グループ ハードウェアマニュアル 
（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 

• 開発環境マニュアル 
RXファミリ用 C/C++コンパイラパッケージ ユーザーズマニュアル 
（最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 

• テクニカルアップデート 
（最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。） 
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ホームページとサポート窓口 
ルネサス エレクトロニクスホームページ 

http://japan.renesas.com/ 
 
お問合せ先 

http://japan.renesas.com/inquiry 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。 



 

A-1 

改訂記録 

改訂内容 
Rev. 発行日 ページ ポイント 
1.00 2010.11.18 — 初版発行 

 



製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本ドキュメントおよびテクニカルアップデートを参照してください。 

 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用

端子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電

流が流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用

端子の処理」で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で

す。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）がありま

す。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしない

ようにしてください。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ

い。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部 ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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